
世界かんがい施設遺産申請書（様式）
※難読の固有名詞には全てにふりがなを付すこと（複数個所に記載ある場合は全てに付すこと）。
※ICID本部の審査会においては、日本人以外の者が本申請書に基づいて審査することから、人名・地名・事業名等の固有名詞の記述は必要最小限に留め、理解しやすい言い回しを用いるとともに、日本の文化的・歴史的背景に関する知識がない外国人でも理解できるよう配慮して記述すること。
※起承転結や強調する事項等を明確にし、ただの情報の羅列とならないような文章構成とすること。
※施設の美点を述べる際には可能な限り定性的な表現は避け、例えば数値化するなど、客観的に評価されうるように記述すること。

1. 申請施設の詳細
(a) 名称：○○池（ため池）
　　　※名称及び施設分類（「ため池」、「頭首工」、「水路」など）を記載すること
(b) 施設の所在市町村：
　　　※当該施設が所在する市町村を全て記載すること

(c) 供用開始年：
　　　※西暦で記載すること
(d) かんがい面積（排水施設は排水面積）：
　　　※現在のかんがい面積について記載すること
(e) 緯度・経度：
　　　※座標は、http://www.mapcoordinates.net/en より代表地点を取得し、60進法に変換せず、10進法の座標のまま転記すること(例：緯度 34.77362102、経度 135.07231236)。
(f) 流域名：○○水系○○川
(g) 申請をする国内委員会：ＩＣＩＤ日本国内委員会
2. 申請施設の管理に関する詳細
(i) 管理者
a. 組織名：
b. 住所：
(ii) 担当者名及び連絡先：
(iii) 申請施設に係る維持管理・運営費用の現在の原資(リストＡの場合)：
(iv) 申請施設に係る維持費用の現在の原資(リストＢの場合)

3. 申請施設の概要・特徴に関する説明
※申請施設を含むかんがい事業全体の開始に至る経緯・背景、建設当時の事業概要（施設の緒元(延長、流量、構造、材質等)を含む）を顕著な特長を含めて具体的に記述すること。
※構造物の規模が具体的に伝わるよう、かんがい面積、水路の延長、各種付帯工(例：放水工、分流工、水位調整施設、落差工等)の個数などの数値（可能な範囲で建設当時と現在の数値を記載）を用いること。
※当該施設と農業・農村の振興、地域づくりに特筆すべき関係がある場合は記述すること。

※重要文化財など文化財保護法に基づく指定、疏水百選・ため池百選等の選定、その他類似制度による登録や、学習教材への掲載、資料館の設置等が行われている場合はその旨記述すること。

※英訳時に500ワード以下となるよう、日本語の記述は1000語程度以下とし、簡潔かつ具体的に記述。
※日本の文化的、歴史的背景に関する知識がない外国人でも理解できるよう配慮して記述。（特に、申請施設の設計・建設等の経緯（いわゆる昔話や伝説）や、日本国内における事業名・予算名等について詳細な記述は不要であり、最低限の記述にとどめること。）
4. 申請の妥当性に関する説明
4.1申請施設が合致している登録基準、及びどのように基準を満たしているのかについて、下記のいずれかひとつ以上を説明。
(a)かんがい農業の発展において、重要な段階又は転換を象徴する施設であるとともに、農家の経済状況の改善に加えて農業発展及び食料増産への寄与が明確である施設であること。
(b)計画策定、設計、建設技術、施設規模、水量、受益規模の点で最先端であった施設であること。
(c)地域における食料生産強化、生計の向上、農村発展、貧困削減に大きく貢献した施設であること。
(d)施設に係る着想が建設当時としては革新的であった施設であること。
(e)効率的かつ現代の技術理論・実践の発展に貢献した施設であること。
(f)設計・建設における環境配慮の模範となる施設であること。
(g)建設当時としては驚異的かつ卓越した技術の模範となる施設であること。
(h)建設手法が独特な施設であること。
(i)伝統文化又は過去の文明の痕跡を有する施設であること。
※英訳時に(a)から(i)全体で1000ワード以下となるよう、日本語の記述は2000語程度以下とし、簡潔かつ具体的に記述。
※(a)から(i)のすべての項目に記述する必要はありません。述べたい内容は網羅しつつ、それらは強調したい項目に記述することとし、複数の項目に同じ内容を重複して記述することは避けてください。
※(b)から(h)の項目は、当該施設の設計・建設当時の事項を中心に記述（例えば、現在から起算して100年未満の改修事業等の概要については評価の対象外）。
※農業分野への貢献を明確に表現すること。（工業や商業、観光への貢献は主旨から外れる。）
※日本の文化的、歴史的背景に関する知識がない外国人でも理解できるよう配慮して記述。
4.2申請施設の設計段階の性能と稼動段階の性能の違いに関する説明（リストＡ）
※簡潔かつ具体的に記述。
※申請施設の貯水能力や通水能力等が設計段階と現在で違いがあるかどうか記述するとともに、違いがある場合はその理由を記述（リストＡ）。
※日本の文化的、歴史的背景に関する知識がない外国人でも理解できるよう配慮して記述。
4.3稼動時の施設の性能及び当施設が根幹を占めている事業全体の詳細（リストＢ）

※簡潔かつ具体的に記述。

※日本の文化的、歴史的背景に関する知識がない外国人でも理解できるよう配慮して記述。
5. 現在の維持管理状況に関する説明
※英訳時に500ワード以下となるよう、日本語の記述は1000語程度以下とし、簡潔かつ具体的に記述。
※申請施設に現在影響している、または過去に経験した悪影響等を、その対策も含めて記述。
悪影響例：浸食、灌漑環境の変化、汚染、洪水・地震などの自然災害、訪問者による破損等。
※現在の維持管理の状況について記述（農業者自らの負担・出役により管理、地域住民との協働管理など）
※日本の文化的、歴史的背景に関する知識がない外国人でも理解できるよう配慮して記述。
6. 添付資料
a. 位置図(必須)
※申請対象範囲・縮尺を明確に図示すること。

※日本国内の地理がわからない外国人でもわかる縮尺・表現のものとし、重要な地点は全て英語表記にすること。

※事業全体と申請施設の関係性がわかるものとすること。
b. 過去と現在の写真(現在の写真は必須、過去の写真はあれば添付)
※写真は、各種広報活動等で使用するため、広く使用しても著作権上問題のないものを提出する。アルバムをPDF化した小容量版にあわせ、解像度の高い写真のjpegデータを別途提出すること。
c. その他（申請施設の概要、申請施設の供用による効果に関する資料、映像資料など、申請施設に関する資料があれば添付）
※ICID本部へは電子メールにて提出するため、パンフレット等はスキャナ等で小容量に電子化すること。印刷提出物のサイズはA4のみとする（A3以上のものは縮小すること）。
別紙２








